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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究において、第二章で見出された知見は、血清中の活性化血液凝固因子トロンビンが癌マーカー
ProGRPの分解にかかわっているという事実を示しただけでなく、すぐにでも臨床応用可能な血漿の使用と
いう ProGRP血中安定性不良の解決策を導き出した点において、生体分子の動態を利用した腫瘍マーカー研
究に止まらず、診断・臨床検査などの薬学医学分野においても非常に有用であると思われる。さらに、血清
濃度＝血中濃度と思われがちな現状を持つ血液診断分野において、正確な血中濃度測定のためには血液が体
外に出ることにより活性化した血液凝固因子の関与についても考慮する必要があるとの知見は、今後より正
確な血中分子測定を行うための、重要な知見を示したといえる。また、第三章では、全世界における実用化
を見据えた優れた性能を持つ臨床診断薬の開発に成功し、ともに今後の臨床への適応が期待される。
　以上のように、著者は癌マーカー ProGRPの臨床使用における問題点を解決した独創的な研究を行い、か
つ、癌診断分野における臨床使用にすぐにでも応用可能な知見を開拓したと判断される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
